
『難民』翻訳出版記念
シンポジウムのご案内

著名な難民研究者アレクサンダー・ベッツ・オックスフォード大学教授と、開発経
済学の権威であるポール・コリア同大学教授の共同著作『難民：行き詰まる国際難民
制度を超えて』（明石書店2023年8月）（原題Refuge: Transforming a Broken 
Refugee System, Oxford University Press, 2017）の翻訳出版記念シンポジウムを開催
します。 

ベッツ教授（左写真）は、1951年難民条約に基づいた難民保護がほころび
を見せ、難民締め出しが世界各地で進んでいる中で、難民の潜在力を活かした
「開発ベースの難民政策」により局面を打開しようと訴えます。この考え方は
日本の援助の哲学と実践に近いものですが、ベッツ教授らが高く評価するJICA
による海外での難民支援事業について、田中JICA理事長（中央写真）から紹介
してもらいます。松原課長（右写真）からは、松原一樹課長からは、難民や国
内避難民のための日本の国際人道機関との協力等についてお話しいただきます。
世界クラスのスピーカーが揃う本シンポジウムは、難民・移民問題を学ぶ人に
は見逃せません。シンポジウム終了後には懇親会もあり、ネットワーキングの
機会となりますのでふるってご参加ください。

【第1部】18:00〜18:30
開会の辞 滝澤三郎（東洋英和女学院大学名誉教授）
来賓挨拶 田中明彦（JICA理事長）

松原一樹（外務省緊急人道支援課長）

【第2部】18:30〜19:30
基調講演 アレクサンダー・ベッツ（通訳あり）
討 論 岡部みどり（上智大学教授）

佐藤安信 （元東京大学教授）
杉木明子 （慶應義塾大学教授）
山田満 （早稲田大学教授）

【第3部】19:30〜20:15
パネル アレクサンダー・ベッツ（通訳あり）

宮下大夢（名城大学准教授）
松井春樹（弁護士）
参加者

プログラム

❖ 日時：2023年10月4日（水曜日）18：00〜20：00
❖ 形式：対面とオンラインのハイブリット形式
❖ 会場：港区六本木東洋英和女学院大学院＋zoom
❖ 共催：科研「日本の総合的難民政策」＆明石書店
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